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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ニューロン特異的なCDK5キナーゼ活性化因子です。CDK5と会合して活性キナーゼを形成します。このタンパク質とニューロン特異的CDK5活性化因子CDK5R1/p39NCK5Aは、サイクリンと限定的な類似性を有しており、サイクリン依存性キナーゼ活性化タンパク質の独自のファミリーを定義する可能性があります。[RefSeq提供、2008年7月],機能：CDK5/TPKIIの活性化因子。,類似性：サイクリン依存性キナーゼ5活性化因子ファミリーに属する。,サブユニット：触媒サブユニットと調節サブユニットのヘテロ二量体。,組織特異性：脳およびニューロン特異的。,
	研究分野
	シグナル伝達; 代謝; 細胞膜; ATPase
	画像データ
	

	CDK5R2抗体を用いたHUVEC細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100に希釈し（4℃で一晩）、抗原賦活化には高温高圧トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。
	

	p39 ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウェスタン ブロット分析。

